
【第 4学年国語】 

取材した事柄を整理・分類し，題材を選択して，一貫性のある文章を書く 

 

１ 指導計画 

1 時間目  紹介文を書く際に必要な事柄を集めるための取材の仕方と取材メモの整理・分類の仕方
について理解する。 

2 時間目  組み立て表と紹介文を比較し，「始め‐中‐終わり」の内容に一貫性をもたせることの大
切さを理解する。  

3時間目  「スーパー丸山」について，自分の決めた題材で紹介文を書き，交流する。 

 

２ 指導のポイント 

 本単元は，取材したことを基にし，書くために必要な事柄を選択し，段落構成を意識しながら相手に
分かりやすく紹介する文章を書くことをねらっている。「取材メモを集め，話題に沿って必要な事柄を
選択する力」「段落の役割を理解し，文章を構成する力」「資料を活用して記述する力」「目的に応じて，
文章を見直す力」を付けるために，3時間に分けて指導していく。 

1 時間目 

インタビューするときやメモを取るときに大切なことを考え，紹介文を書く際に必要な事柄を集め
るための取材の仕方を理解する。また，スーパー丸山の案内図を読み解き，メモの内容を整理・分類
するとよいことを理解する。 

2 時間目 

  森さんの組み立て表と紹介文を対応させ，「始め‐中‐終わり」の内容に一貫性をもたせることの
大切さと，組み立て表を基にした紹介文の書き方を理解する。 

3 時間目 

組み立て表に自分の選んだ題材とまとめの文を記入し，それをもとに条件に合った文章を書き，交
流する。 

 

３ 各時間の指導計画 

（１） 紹介文を書くために必要な事柄を集めるための取材の仕方やメモの整理の仕方を考える（1時間

目） 

主な学習活動と教師の働き掛け ・留意点 □評価 

課題を把握する 

 

 

 

質問の仕方を考える 

Ｔ 森さんは，図書館の竹田さんにインタビューにいきました。みなさん

なら，どんなことを聞きますか？ 

・図書館にどれくらい人が来るか。 
・使う人のために，どんな工夫をしているか。 

Ｔ 問題では，どのような内容を質問しているでしょうか。 

  

 

 

・A に入るのは，④だと思う。なぜかというと，竹田さんの答えの一文
目が「一番多く利用しているのは，小・中学生です。」と言っていて，
どんな人が多く利用しているのかを聞いているかが分かる。 

・Ｂに入るのは，①だと思う。竹田さんが，「小さな子どものことを考え
て」と答えているから。 

 
 
・Ｈ28 問題を読み，課題
を把握する。 

 
 
 
 
 
 
 
・質問の内容について，自
分たちの予想を立てさ
せ，考えをもたせる。 

 
 
 
 
 
 
・自分の考えと比べながら
問題の質問のよさにつ
いて考えさせる。 

森さんのクラスでは，総合的な学習の時間に，福祉について学習して
います。森さんのクラスにいるつもりで，町にある「使う人のことを考
えた工夫」を友達に紹介するための文章の書き方を考えていきましょう。 

たくさんの人がりようしているのですね。    Ａ      

 

 めがねのかし出しがあるなんて，親切ですね。    Ｂ      

 

 



Ｔ 森さんのインタビューの仕方で，よいところはどこでしょう。 

 ・最初に，どんなことを調べているのかを言っている。 
 ・竹田さんが答えたことを受け止めてから，質問している。 
 ・自分の知りたいことを整理して聞いている。 

まとめ１ 

・インタビューでは，全体の事柄を聞いてから，細かい事柄を聞くよう
に，順番を考えて質問をしていくと分かりやすい。 

・答える人の最初の一言には特に注意する。 

メモの仕方を考える 

Ｔ メモをする際に気を付けることは何でしょうか。森さんのグループの 

≪取材メモ≫とインタビューの内容を比べてみましょう。 

・箇条書きで書く。 
・文を短くまとめる。 
・「～のくふう」といった見出しを付ける。 
・大事なことを落とさないで書く。 

 ≪インタビュー内容とメモの比較≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

メモの分類の仕方を考える 

Ｔ スーパー丸山の案内図から分かったことのメモのグループの名前はど

うしたらよいでしょうか。 

・カとキは，「体の不自由な人とお年寄り」だと思う。どちらも動くこと
が大変な人のために考えた工夫だから。 

・クとケは，「小さな子ども」のための工夫だね。 
・案内図から当てはまる言葉を見つければいいよ。 

まとめ２ 

・メモをする際には，箇条書きで書く。その際，短い言葉で内容ごとに
分けると，と分かりやすい。 

・メモは，同じ内容ごとにまとめるとよい。 

・グループ分けした内容ごとに名前を付ける。 

≪案内図とメモの対応≫ 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
・インタビューをする際に
大切なことを学習内容
としてまとめる。 

 
□インタビューの質問の
内容を考えるときに大
切なことを理解できた
か。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 取材メモとインタビュ

ーの内容を比べさせ，
違いに線を引かせる。 

・ 発見したことを整理
する。 

 
・取材をメモする際に大切
なことを学習内容とし
てまとめる。 

 
 
 
・案内図の言葉が，メモに
どのように生かされて
いるか，案内図とメモを
対応させて考えさせる。 

 
□メモを取るときや取材
メモをまとめるときに
大切なことを理解でき
たか。 

 
 

【
竹
田
さ
ん
】 

 

お
年
よ
り
向
け
に
、
た
た
み
の
上
で
く

つ
ろ
ぎ
な
が
ら
読
書
が
で
き
る
「
ゆ
っ
た

り
読
書
コ
ー
ナ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
め
が

ね
の
か
し
出
し
も
し
て
い
る
の
で
、
気
軽

に
読
書
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。 

 

ウ 

お
年
よ
り
の
こ
と
を
考
え
た
く
ふ
う 

・
た
た
み
の
上
で
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
読
書
が
で
き
る

「
ゆ
っ
た
り
読
書
コ
ー
ナ
ー
」
が
あ
る
。 

・
め
が
ね
の
か
し
出
し
を
し
て
い
る
。 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子 

取
材
メ
モ 

箇条書き 

見
出
し 

文を短くまとめる 



（２）組み立て表と紹介文を比較し，「始め‐中‐終わり」に一貫性をもたせて文章を書くことの大切

さと，組み立て表を基にした紹介文の書き方を理解する（2時間目） 

主な学習活動と教師の働き掛け ・留意点 □評価 

課題を把握する 

 

 

≪組み立て表≫から，文章構成を確認し，必要な事柄の選び方について考える 

Ｔ 森さんの組み立て表はどのような構成になっていますか。選んだメモ

はどれでしょう。 

・「始め‐中‐終わり」になっている。 
・「中」が二つに分かれている。 
・「始め」には，これから紹介することについて書いてある。 
・「終わり」には，まとめが書いてある。 
・使っているのは，ウとエだ。 

Ｔ 森さんは，なぜ「ア りよう者の数」を選ばなかったのでしょうか。 

・「使う人のことを考えた工夫」ではないから。 

まとめ１ 

・「始め」に話題提示。「中」で説明。「終わり」でまとめをする。 
・「中」の内容は，テーマに合ったものを選んで決める。 
・「始め」「中」の内容と「終わり」がしっかりと合っているかどうか考
える。 

≪組み立て表≫と≪紹介文≫から，メモをどうやって文章化するか考える。 

Ｔ 森さんの紹介文の書き方で，よいところや直すところはどこでしょう。 

・メモは，「～している」や「～がある」だが，紹介文の中では「～し
ています」や「～があります」と，丁寧な言葉になっている。 

 ・1か所だけ「～している」のままだから，直さなくてはいけない。 
 ・「一つ目は」「二つ目は」「このように」などの言葉を付け足している。 
 ・段落を変えるときには，一マス空けている。 
 ≪組み立て表と紹介文の対応≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

まとめ２ 

 ・紹介する相手や目的に合わせて文末を「～です」「～ます」に統一する。 

 ・書く内容が変わった時に，段落を変える。 

 
 
 
 
・組み立て表から，構成を
考えさせる。「始め」は
話題提示や問題提起，
「中」は説明，「終わり」
はまとめや主張という
役割を押さえる。 

・「始め」と「終わり」が
同じことを伝えている
ことを押さえる。 

 
・「使う人のことを考えた
工夫」にあった事柄を選
ぶ必要性を押さえる。 

 
□内容に一貫性を持たせ
て題材を決めることの
大切さが理解できたか。 

 
 
・組み立て表と紹介文を対
応させ，違うところに線
を引かせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□メモを文章化するとき
の大切なことについて
理解できたか。 

 

 森さんの組み立て表と紹介文を比べて，紹介文を書く際に大切なこ
とを考えましょう。 
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（３）「スーパー丸山の使う人のことを考えた工夫」について，紹介文を書き，交流する。（3時間目） 

主な学習活動と教師の働き掛け ・留意点 □評価 

課題を把握する 

 

 

紹介文を書くため，組み立て表に記入する 

Ｔ 紹介文を書くために，組み立て表を記入しましょう。 

Ｔ あなたは，あといからそれぞれ，どの題材を選んで書きますか。 

 ・あからは，「多目的トイレ」のことを選んで書こう。 
 ・いからは，「子ども広場」のことを選んで書こう。 

Ｔ 組み立て表の終わりには，どのようなまとめを書くとよいでしょう。 

 ・森さんは，どのような人のことを考えた工夫かをまとめて書いている。 
 ・取材メモの言葉を使ってまとめるといいかな。 

Ｔ A さんは次のような紹介文を書きました。書き直した方がいいところ

はどこでしょう。 

 ・内容が変わっているのに，段落が変わっていない。 
 ・メモの言葉のままで，「です」「ます」にそろっていないところがある。 
 ・主語と述語がねじれている。 
 ≪子どもに示す紹介文の例≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これまでの学習を活用し，自分の紹介文を書く 

Ｔ 条件を確認して，自分の紹介文を書きましょう。 

 ・223 字を超えるけど，320 字を超えてはいけない。原稿用紙の線を見
るとよい。 

 ・段落が四つだ。四つになるのは，「中」が二つに分かれるからだ。 
 ・文の終わりは「～です」「～ます」の丁寧な形で書く。途中で混ざらな

いようにしよう。 

紹介文を交流し合い，文章を見直す 

Ｔ 紹介文を友達と読み合い，組み立て表の「始め‐中‐終わり」の内容

とあっているか，条件に合っているかアドバイスしましょう。 

 ・段落を変えるところで，一マス空いていない。 
 ・中を二つにできている。組み立て表のとおりだ。 
 ・文末がそろっていないところがあった。直した方がいい。 

Ｔ 取材の仕方が分かり，取材した事柄の整理の仕方や「始め‐中‐終わ

り」の構成を考えた文章の書き方が分かりましたね。これからも，このよ

うな書き方を生かして，相手に分かりやすく伝えていきましょう。 

・前時までに使った≪案内
図とメモの対応≫≪組
み立て表と紹介文の対
応≫を想起させる。 

・ワークシートの組み立て
表に自分の選んだ資料
の記号とまとめの文を
書かせる。 

≪ワークシート例≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「条件を満たす」とはど
のようなことなのか，原
稿用紙を示したり，例を
上げたりして分かりや
すく示す。 

・見直す時のポイントを明
示する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
□内容に一貫性をもたせ，
条件に合った紹介文が
書けたか。 

 

森さんの学級の一員になったつもりで，スーパー丸山の使う人のこと
を考えた工夫について紹介する文章を書きましょう。 
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主語と述語のねじれ 「～ます」に直す 段落を変える 
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・一つの段落にひとまとまり

のことが書かれているか。 

・主語と述語のねじれはない

か。 

・誤字，脱字はないか。 

・文末が揃っているか。 


